
複式簿記の新年度更新処理 

 

新年度になってもそのまま新しい年度の仕訳入力が出来ますので、決算が確定してから

新年度更新処理を行ってください。 

 

新年度の更新処理を実行すると、次のようになります。 

 新年度フォルダには新年度の伝票のみが残ります。（前年度データは変わりません。） 

 会計年度末時点の貸借対照表の残額が繰り越されて新年度の繰越金になります。 

 前年度の実績は前年度の欄に自動的に入ります。 

 会計の期首年月日は自動的に新年度になります。 

 

1. 新年度更新処理 

補助作業メニュー  ⇒  新年度更新処理 を実行すると、次の画面になります。 

 

 
 

 今年の会計年をいれます。 

 前年の会計の期末期日を確認して、実行ボタンを押してください。 

もし、期末期日が正しくないと、会計期首が間違っていますので点検してください。 

 この処理が終わると、 

• 会計登録に新しい年度の会計が登録されます。 

• 新しい年度を選択して、会計期首、繰越金などの金額を確かめてください。 

• 仕訳入力に入り、新年度の仕訳のみになっていることを確認してください。 

• 個人事業の場合は、次の説明のように繰越金の調整を行ってください。 



2. 新年祖更新処理後の確認事項 

会計期首 
会計期首を確認してください。 

 

 

期首繰越金 
期首繰越金を確認します。 

 
 

個人事業の場合は 
事業主貸、事業主借、前期繰越利益は 0円にして、借方合計と貸方合計の差額を元入金で

調整してください。 

具体的には、下表のように事業主貸、事業主借、前期繰越利益及び元入金を０円して、借

方合計と貸方合計の差額を元入金に入れてください。 

事業主貸 xxx円 ⇒ 0円 

事業主借 yyy円 ⇒ 0円 

前期繰越利益 Zzz円 ⇒ 0円 

元入金 0円にして、借方合計と貸方合計の差額を元入金にする 

 

 

3. 前年実績 

前年実績も確認してください。損益計算書で前年比較が出来ます。 
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